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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第２問 問４

正解率 59.8％
SS70～75 97.6％
SS65～70 94.2％
SS60～65 88.9％
SS55～60 80.3％
SS50～55 69.2％
SS45～50 54.5％

第２問 問４国 語

複数の文章を関連づけて考える設問で、各学力層で差がついた

2021年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「国語」
受験者数： 367,981人
平均点： 103.3点
標準偏差： 3３.１

結 果 分 析

第２問は、蜂飼耳が石原吉郎の詩作について述べ
た文章（【文章Ⅰ】）と石原吉郎が自らの詩につい
て述べた文章（【文章Ⅱ】）から出題されました。
問４は、【文章Ⅰ】に引かれた傍線部について、詩に
対する石原吉郎の作法を【文章Ⅱ】の内容も踏まえ
て説明する設問で、二つの文章を関連づけて、抽象
度の高い内容をとらえることが求められました。

指導の ご提案

共通テストでは、異なる種類や分野の文章などを組み
合わせた複数の題材による出題が見込まれます。複
数の文章を関連づけて考える問題では、それぞれの文
章の内容での共通点・相違点をきちんとおさえながら
読み、核心となる内容をとらえていく力をつける必要
があります。限られた時間で多くの情報を処理できる
よう、文章の要旨を素早くとらえることも求められます。

【出典】 問題・集計結果データともに、2021年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

実戦形式の類題演習のご提案ページへ

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/211021/211021j2.pdf

